





















































ない。当初 14 人で構成された同会は瞬く間に会員を増やし、その数は 1700 年代の最初の
10 年に 500 人を、次の 10 年には 1000 人を、さらに次の 10 年には 2000 人を確実に超え
ていた。またコロニア（植民地）と言われた支部をイタリア内外の都市や修道会に置いたの
もアルカディア会の特徴で、新たに組織されたり、既存のアカデミーが再編されて出来たり
















































































1665 年のボローニャで生まれて 1727 年に同地で没したマルテッロは、アルカディア会
を創設した 14 人には含まれていない。しかし詩人そして劇作家として同会の理念に早くに
共感した彼は、ボローニャ支部コロニア・レニアの 1698 年の立ち上げに携わった。ボロー


















































































































































授与された 1704 年には実際、彼自らが同会の会員となっている。第 5 章ではこのマラッテ
ィが晩年に手掛けた自己表象が扱われる。中でも最も重要な一つ、現在英国ウィルトシャー
州スタウアヘッドにある二重肖像画では、野外で画布を抑えて座した作者にその庇護者ニ
ッコロ・マリア・パッラヴィチーニ侯爵が歩み寄って向かい合う。サルヴァトール・ローザ
の一連の自伝的な版画作品と比較できるこれは、美術家のアトリエを訪問する庇護者の場
面の表象の歴史に位置付けられる。作品はパッラヴィチーニ侯爵が 1692 年にアルカディア
会に入会したのを契機に構想されたと言われてきた。その生成を促した要因として、同会の
存在はやはり無視できない。この例外的な図像は、画家と庇護者が対等に対峙する近代的な
関係を表わしたあの《こんにちは、クールベさん》をすら想起させている。バロックを代表
する修辞学者アゴスティーノ・マスカルディは、所謂ケベスの絵図の注解において、文芸、
学問に迂回した人こそが美徳に至ると説いた。文化的オティウムを希求するアルカディア
会の実践にも相応しいこの思想との共鳴もまた、マラッティの図像には確認されている。 
クレーティ、マラッティの絵では、中心をなす英雄を定めず横並びにされた人物が、表情
も身振りも曖昧なまま、背景に与えられた自然に没入している。ロベルト・ロンギはクレー
ティを「ボローニャのウァトー」と呼んだが、このロココのフランス人画家との比較はマラ
ッティにもある程度許されるだろう。無論、マラッティがベッローリの根幹をなす価値観を
共有したのは疑われない。若き日の画家はその批評家の支持を受けて頭角を現わしていた。
しかしベッローリは、1672 年に公刊された美術家列伝の「第一部」では、アンニーバレ・
カラッチからドメニキーノを経てプッサンに至る、古典主義の正統的な歴史画家の系譜を
前景化していた。一方、優美の画家としてのグイド・レーニを敬愛したマラッティは、長く
アンドレア・サッキに師事している。そのサッキはフェート・ギャラントの祖フランチェス
コ・アルバーニに教えを受けていた。晩年、自らの列伝の「第二部」のためにレーニ伝、サ
ッキ伝、マラッティ伝を執筆したベッローリは、独自のアルバーニ伝を計画していた。本論
文の第 5 章の最後ではむしろ、ベッローリの仕事に対するマラッティの貢献が検証される。
マラッティ、そしてクレーティ、ビガリの提示した視覚世界は、アルカディア会の詩人たち
を刺激し、悦ばせた。本論文では、鋭敏な感性と「良き趣味」を備えた同時代人の目を介し
て、かつて豊かな仕方で享受された彼らの絵本来の魅力が再び明らかにされる。 
 
 
